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 研究成果の概要： 奥会津地方で伝授されてきた番匠巻物は三輪神道の系統であること、職人巻物はかつて全国的に存在していたことが明らかになった。書写する過程で内容の削除と加筆という編集が行われていること、加筆された部分はその時代社会が必要とした知識であることが明らかになった。 
 交付額                                （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2006年度 1,100,000 0 1,100,000 
2007年度 800,000 240,000 1,040,000 
2008年度 1,000,000 300,000 1,300,000 年度    総 計 2,900,000 540,000 3,440,000 

 

 研究分野：人文学 科研費の分科・細目：文化人類学・民俗学 キーワード：職人、建築儀礼、由緒、文字文化、読書、リテラシー 
 １．研究開始当初の背景 従来の民俗学は、民俗文化をその地で育まれた文化であるという見方をしてきた。しかし、書籍など文字文化が民俗に影響を与えてきたのは明らかであるが、そうした視座の研究は行われてこなかった。 
 ２．研究の目的 寺子屋教育の普及、近代教育により庶民の間でリテラシーが向上していったが、文字文化の普及は生活文化の中でどのような影響を与えてきたのかを解明することを目的とする。 
 

 ３．研究の方法 

福島県南会津郡只見町を主要なフィールドにして民俗調査をする。また、全国各地の文書館などでの史料調査を行うことにより、生活文化の中に書籍や巻物などどのような文字文化が入ってきたのか検証する。 
 ４．研究成果 宮内貴久は奥会津地方で伝授されてきた番匠巻物は三輪神道の系統であることを明らかにした。書写する過程で内容の削除と加筆という編集が行われていることを明らかした。さらに、職人巻物はかつて全国的に存在していたこと、日本建築史における木割書・儀礼諸研究の一領域として開拓できるという展望を開いた。 大口勇次郎は相模国高座郡柳島村（現・
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神奈川県茅ヶ崎市）の名主藤間善兵衛が、黒船が来航した嘉永 6 年（1853）から幕府が滅亡する明治初年までの間における、諸事件、即ち黒船来航に始まる外交問題、天狗党事件や御札降りなどの社会騒乱、安政の大地震や大雨の被害などの天災、桜田門事件から幕府の崩壊にいたる政治的諸事件、等々に関する記事を集め、これを編年に整理し、全七冊にまとめた「太平年表録」という書物を取り上げて、そこに収録された文献資料の出典、性格等を明らかにすることによって、ひろく幕末維新期における農村社会の「文字文化」のあり方を明らかにした。 神田由築は昭和 30 年代頃まで三十余の農村舞台があって、島民たちによる歌舞伎が盛んに行われていた小豆島をフィールドにして、中山歌舞伎に残る根本（歌舞伎台本）をもとに、島に伝えられた「伝承」＝「物語」が芝居の根本という「文字文化」に結実する様相を明らかにした。 小豆島で歌舞伎の指導にあたった振付師のなかには、嵐璃当や市川島十郎のように根本を多く残した者がいる。彼らこそ、芝居の根本というかたちで、「物語」を「文字文化」に結実させた存在であった。そして同時に、芝居を上演することで、「文字文化」を身体的表現をともなった「芸能」に昇華させたことを明らかにした。 小池淳一は福島県只見町の代表的な講である山の神講と飯豊講とを取り上げ、その変遷を聞き書きによる復元とともに只見地区新町組に残された「山神講人別帳」「飯豊講人別（覚）帳」の分析を通して明らかにした。さらにそうした作業のなかで近代期の講の記録の性質と特徴について考え、この種の文書を取り扱う視点を考察した。文書は家の文書でも村の文書でもなく、一定

の期間の講の活動のなかで形成され、利用、記入される一種の民具としてとらえることが可能である。そしてそうした性質を意識して、民俗的なコンテクストを意識しながら記載内容を吟味する必要がある。このことは、記載に用いる道具の問題や記載することとしないこととの判別―何が書かれたか、ではなく、何が書かれなかったか、を意識することにもつながることを明らかにした。 渡部圭一は頭役祭祀に関する史料の一つとして近江湖南の一村落、滋賀県野洲市大篠原の大笹原神社で毎年行われている天王神事における祭祀文書の伝存例をとりあげ、その様式的な特徴について検討した。この文書は永正 4年（1507）以来現在までの史料が伝存しており、一部は現用中である。 文書の分析から、文書から記録へ、本紙から綴りへという一つの法則が見出せられた。宮座組織における帳簿管理の前景化、あるいは帳面依存の強まりがみられた。形態的には、当初には謹直な差定書である本紙とその事後的な写しという関係が明らかで、綴りの側のイレギュラな用紙遣い、記帳の時間差、文書様式上の不備や二次的な写しとしての性格もこれと一環の傾向である。かくして文書の機能する場の問題、すなわち差定書発給が神事の場でいかなる効果をもっていたのか、また頭人の差定において事後的に帳面を管理・参照することの比重の拡大とは実質的にどのような意味をもつできごとであるのか、焦点的な問題としての史料の存在が浮かび上がってきた。 
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